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36　肥育豚の豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルスによる
間質性肺炎

〔高橋優花（山梨県）〕
LW種，雌，約 90 日齢，鑑定殺例．2017 年 4 月 12
日に導入した豚の数頭が発育不良，腹部のチアノーゼ，
下痢及び跛行等を呈したため，4月 14 日に生体 1頭の
病性鑑定を実施した．
剖検では，肺が壁側胸膜及び心外膜の一部に癒着し，
右肺は赤色で一部硬化していた．肺門リンパ節や腸間膜
リンパ節は腫大していた．腹水が貯留し，腸はやや水腫
状を呈していた．
組織学的に，肺では肺胞壁が肥厚し，肺胞のマクロ
ファージ浸潤，気管支周囲のリンパ球浸潤が認められた
（図 36）．右肺では，肺胞や気管支腔への好中球浸潤も

認められた．肺門リンパ節のリンパ洞には好中球が浸潤
していた．肝臓のグリソン鞘にはリンパ球が多数認めら
れた．マウス抗豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス
（PRRSV）抗体（RTI, U.S.A.）及び家兎抗豚サーコウ
イルス 2型（PCV2）抗体（動衛研，茨城）を用いた免
疫染色では，肺胞壁に PRRSV陽性反応，肺門リンパ節
のリンパ濾胞に PCV2 の陽性反応が確認された．
病原検査では，肺及び気管から Actinobacillus pleu-

ropneumoniae（APP），肺門リンパ節からMycoplasma 

hyopneumoniaeが分離された．PCR検査により肺及び
気管から App血清型 2，肺及び肺門リンパ節から
M. hyopneumoniaeの特異遺伝子が検出された．また，
肺から PRRSV，肺，肺門リンパ節，脾臓及び腎臓から
PCV2 の特異遺伝子が検出された．
本症例では PRRSV以外にも複数の病原体が検出され
たが，組織学的所見より，肥育豚の PRRSと診断された．

37　豚の Actinobacillus pleuropneumoniae血清型
15による線維素性化膿性胸膜肺炎

〔土佐　進（香川県）〕
LWD種，雄，3 カ月齢，斃死例．2017 年 5 月 1 日，
繁殖豚約 300 頭を飼養する一貫経営農場において，肥
育豚舎へ移動後間もない 3カ月齢の豚 1頭が急死したた
め，病性鑑定を実施した．本症例は 50 及び 80 日齢で
豚胸膜肺炎・豚丹毒混合ワクチンを接種していた．
剖検では，肺は全体的に硬結感があり，暗赤色肝変
化を呈していた．肺，胸腔壁，横隔膜が線維素性に癒着
し，特に腹側面が重度であった．肺門リンパ節は腫大し
ていた．
組織学的には，気管支，細気管支及び肺胞にさまざま
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図 36　肥育豚の豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルスによる
間質性肺炎
肺では肺胞壁が肥厚し，非化膿性間質性肺炎が認め
られる（HE染色　Bar＝25µm）．
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モンド状で内部に強好塩基性球状物が 1～2個みられる
原虫が 3～10 匹程度のターミナルコロニーを形成して
いた（図 38B）．虫体が少ないものでは明帯がみられた．
また，小葉間結合組織は水腫性に拡張していた．その他，
大脳にグリア結節及び非化膿性囲管性細胞浸潤，肝臓に
巣状壊死及びクッパー細胞の活性化，並びにリンパ節で
広範な壊死がみられた．マウス抗 Toxoplasma gongii

抗体（Clone : GII-9, Biogenesis, U.K.）を用いた免疫
染色は陽性，家兎抗豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス抗
体（動衛研，茨城）及び家兎抗豚サーコウイルス 2型抗
体（動衛研，茨城）を用いた免疫染色は陰性であった．
以上のことから，本症例はトキソプラズマ症と診断さ
れた．

39　豚の血管壁のフィブリノイド変性を伴う偽膜性壊
死性出血性回腸炎

〔綿村崇宏（千葉県）〕
交雑種，雌，4カ月齢，斃死例．豚 600 頭を飼養する
肥育専門農場で，2016 年 11 月末から 3～4 カ月齢の豚
に起立不能・痙攣を呈する斃死が散見され，12 月 6 日
の斃死例について病性鑑定を行った．本農場では豚を
80～90 日齢で導入している．
剖検では，左右の眼瞼，結腸間膜，胃噴門部及び膀胱
に水腫がみられた．回腸から結腸では偽膜形成を伴い，
粘膜が肥厚していた．腸間膜リンパ節は腫大していた．
組織学的に，回腸から結腸の粘膜表層が高度に壊死
し，表層には細胞退廃物と線維素を主体とした偽膜が付
着していた（図 39）．粘膜固有層は広範囲に出血し，血
管壁のフィブリノイド変性及び血栓が認められた．粘膜

な程度で好中球が浸潤し，変性や燕麦様を呈するものが
認められた（図 37）．上皮の一部に壊死が認められた．
充うっ血及び血栓形成が認められ，出血している領域も
あった．小葉間結合組織が水腫性に高度に肥厚し，線維
素の析出，好中球の浸潤が認められた．肺門リンパ節で
は，線維素の析出，好中球の浸潤及び水腫が認められた．
細菌学的検査で肺から Actinobacillus pleuropneu-

moniae（App）血清型 15 が分離された．また，家兎抗
App血清型 15 抗体（動衛研，茨城）を用いた免疫染色
では肺胸膜及び肺胞腔内に陽性反応が認められた．
以上のことから，本症例は App血清型 15 による豚胸
膜肺炎と診断された．接種された豚胸膜肺炎のワクチン
が App血清型 1，2，5による発症を予防するものであっ
たため，血清型 15 には効果を示さず感染，発症したと
推察された．

38　豚の Toxoplasma gongiiのターミナルコロニー
が多数みられた間質性肺炎

〔平野慎二（佐賀県）〕
LWD種，雌，月齢不明，斃死例．2016 年 4 月に母豚

263 頭，種雄豚 15 頭及び肉豚 2,613 頭を飼養する農場
で繁殖豚の食欲低下がまん延し，治療に反応せず，母豚
21 頭と種雄豚 4頭の死亡や流産が発生した．
剖検では，肺の前葉及び中葉の水腫，肺門リンパ節の
腫大並びに腸間膜リンパ節の腫大がみられた．
組織学的に，肺はび漫性中等度のうっ血水腫が認めら
れた．肺胞中隔には軽度のリンパ球及びマクロファージ
の浸潤がみられた．肺胞腔内に多数のマクロファージ，
少数のリンパ球及び細胞退廃物がみられ，硝子膜の形成
も散見された（図 38A）．いくつかの肺胞上皮細胞及び
マクロファージの細胞質内には，好酸性，円形からアー

図 37　豚の Actinobacillus pleuropneumoniae血清型 15
による線維素性化膿性胸膜肺炎
肺胞に好中球が充満し，一部が燕麦様を呈している

（HE染色　Bar＝50µm）．

図 38　豚の Toxoplasma gongiiのターミナルコロニーが
多数みられた間質性肺炎
A： 肺胞中隔及び肺胞における炎症細胞浸潤（HE染
色　Bar＝50µm）．

B： マウス抗 T. gongii抗体陽性の原虫（免疫染色　
Bar＝10µm）．

ⒶⒷ
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40B）．家兎抗豚サーコウイルス 2型（PCV2）血清（動
衛研，茨城）による免疫染色では，陽性反応は認められ
なかった．その他，扁桃や脾臓においてリンパ球の減数
が認められた．
病原検査では，腸粘膜及び糞便の PCR検査で豚流行
性下痢ウイルス，伝染性胃腸炎ウイルス及び PCV2 特
異遺伝子は検出されず．本症例の空腸内容及び同居豚 8
頭の糞便から Salmonella Typhimurium（O4:i:1,2）が
分離された .

以上のことから，本症例の病変は Salmonella 

Typhimurium（O4:i:1,2）によるものと考えられ，サ
ルモネラ症（豚）と診断された．

41　豚サーコウイルス 2d型による豚のび漫性肝細胞壊
死

〔篠川有理（新潟県）〕
LWD種，去勢，約 40 日齢，斃死例．繁殖母豚 350
頭規模の一貫経営農場において，離乳舎の子豚 3頭に削
痩及び黄疸が認められ，2頭が死亡した．他豚房にも同
様の症状がみられたことから，死亡豚 1頭の病性鑑定が
実施された．豚サーコウイルス 2型（PCV2）ワクチン
は接種されていなかった．
剖検では，削痩，皮下の黄疸，体表リンパ節の腫大及
び肺の一部に限局性の暗赤色病変が認められた．
組織学的に，肝細胞はび漫性に壊死し，出血を伴って
いた（図 41A）．リンパ組織では重度にリンパ球が減数
し，好塩基性の細胞質内封入体が多数観察された．腎臓
では尿細管上皮細胞の変性・壊死が多発性巣状に認めら
れ，周囲間質に単核細胞の浸潤や結合組織の増生を伴っ

下組織は固有層の所見に加え，中等度から高度の水腫と
複数の血管における壁の変性が認められた．同部位の腸
間膜リンパ節のリンパ洞では血管壁の変性が多発し，出
血と水腫がみられ，リンパ濾胞は増生していた．空腸，
盲腸，直腸では，粘膜下組織の血管に壁の変性，内皮細
胞の腫大，周囲組織の水腫が散見された．食道，胃，膀
胱の粘膜下組織，眼瞼の皮下組織は水腫性に肥厚し，血
管壁が変性していた．
細菌学的検査で空回腸からβ溶血性大腸菌が分離され
たが，Stx2e及び F18 特異遺伝子は検出されなかった．
同日死亡の同居豚の腸管から同遺伝子のいずれかを保有
するβ溶血性大腸菌が複数株分離された．
以上のことから，本症例の血管病変は浮腫病によるも
のと考えられ，偽膜性壊死性の病変は血管病変に起因す
ると考えられた．

40　豚の Salmonella Typhimurium（O4:i:1,2）によ
る回腸パイエル板の壊死

〔河上　友（大分県）〕
LWD種，性別不明，150 日齢，斃死例．5,800 頭を
飼養する一貫経営農場で，水様性下痢と激しい嘔吐を呈
する豚が増加したため，2017 年 4 月 12 日に病性鑑定を
実施した．
剖検では，胃，小腸及び大腸における灰黄色水様の内
容物の貯留と腸間膜リンパ節の腫大が認められた．
組織学的に，回腸粘膜上皮細胞の剝離，脱落が観察さ
れ，多数の桿菌が認められた．パイエル板では，リンパ
濾胞のリンパ球が減数し，好中球やグレープ細胞の浸潤
が認められた（図 40A）．同部位にはグラム陰性桿菌が
みられ，家兎抗サルモネラ血清 O4 群（デンカ生研㈱，
東京）による免疫染色で陽性反応が認められた（図

図 39　豚の血管壁のフィブリノイド変性を伴う偽膜性壊
死性出血性回腸炎
粘膜の壊死と偽膜の形成（HE染色　Bar＝100
µm）．

図 40　豚の Salmonella Typhimurium（O4:i:1,2）によ
る回腸パイエル板の壊死
A： パイエル板におけるリンパ球の減数（HE染色　

Bar＝200µm）．
B： パイエル板にみられた家兎抗サルモネラ血清 O4
群陽性抗原（免疫染色　Bar＝50µm）．

ⒶⒷ
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ほとんどの組織で確認され，眼球，子宮，腸間膜等小血
管が集まる部位で顕著だった．血管病巣やリンパ系組織
ではリンパ球の壊死が認められた．
ウイルス学的検査では 2頭目の死亡豚の腸と豚②の
肝，脾，腎，扁桃及び回腸病変部，同居羊 3頭の血液と
1 頭の鼻腔スワブからヒツジヘルペスウイルス 2 型
（OvHV-2）の特異遺伝子が検出され，これらの PCR産
物と既知の OvHV-2 遺伝子の塩基配列は完全に一致し
た．
子羊との同居，特徴的病理組織所見，ウイルス学的検
査結果から，本症例は豚の悪性カタル熱（羊随伴型）と
診断された．日本で本疾病は牛や鹿の病気として認識さ
れているが，羊との接触により豚でも発生し得ることが
示された．

43　豚の Actinobacillus pleuropneumoniae 血清型
2による脳の多発性微小膿瘍

〔千葉脩史（秋田県）〕
WD種，性別不明，1.5 カ月齢，斃死例．2016 年 11
月に県内の一貫経営養豚場において，明白な臨床症状を
呈さずに急死する豚が増加したことから，急死例につい
て病性鑑定を実施した．
剖検所見では，心囊が肺，壁側胸膜と癒着し，心外膜
にかき卵状の線維素様物が付着していた．また，心内膜
には弁膜を中心に複数の疣贅物がみられた．肺は一部が
壁側胸壁と癒着し，全体的に暗赤色充実性を呈してい
た．肝臓は軽度に腫大，腎臓はやや褪色し 0.5～1.0mm

大の白色結節が散発していた．
組織学的には，脳に好中球主体の炎症細胞の集簇がラ
ンダムに認められ，その周囲の神経細胞の変性・壊死が
みられた（図 43A）．また，脳室の一部においてグラム

ていた．肺では化膿性気管支間質性肺炎が認められた．
盲腸及び結腸に重度のうっ血が認められ，脳に軽度の囲
管性細胞浸潤が散見された．家兎抗PCV2血清（動衛研，
茨城）を用いた免疫染色では，肝臓（図41B），リンパ節，
肺，腎臓及び腸に多数の陽性反応が認められた．
病原検査では，主要臓器から病原細菌は分離されな
かった．PCR検査では，肝臓及びリンパ節から PCV2
特異遺伝子が検出され，RFLP法及び分子系統樹解析で
PCV2d型と判断された．
以上のことから，本症例は豚サーコウイルス関連疾病

（PCVAD）の離乳後多臓器性発育不良症候群（PMWS）
と診断された．

42　ヒツジヘルペスウイルス 2型感染豚の壊死性血管
炎が顕著な非化膿性間質性腎炎

〔岡田綾子（鳥取県）〕
ミニブタ，雌，3歳齢，斃死例（症例①）／雄，3歳齢，
鑑定殺例（症例②）．4頭中 3頭が 1週間に 3～4日の経
過で相次いで死亡し（3頭目：①），元気・食欲低下を
示していた残りの 1頭（②）も 1カ月半後に鑑定殺され
た．この農場では半年前に子羊 3頭を導入し，これらの
豚と同じ畜舎で飼育していた．
剖検では豚①に循環不全，胸膜肺炎及び回盲結口部の
潰瘍，豚②に眼球白濁，重度腹膜炎，大網・腸間膜の小
膿瘍，脳髄膜の混濁等が認められた．
組織学的には 2頭に共通して，腎臓の主として小中動
脈に壊死性血管炎が多発し，間質にリンパ球の重度浸潤
や線維芽細胞の増生が認められた（図 42）．豚②では尿
細管及び間質の水腫も認められた．血管病変は検索した

図 41　豚サーコウイルス 2d型による豚のび漫性肝細胞壊
死
A： 肝小葉内のび漫性肝細胞壊死（HE染色　Bar＝
100µm）．

B： 家兎抗 PCV2 血清陽性抗原（免疫染色　Bar＝25
µm）．

Ⓐ

Ⓑ

図 42　ヒツジヘルペスウイルス 2型感染豚の壊死性血管
炎が顕著な非化膿性間質性腎炎
壊死性血管炎及び周囲組織への炎症細胞浸潤（HE
染色　Bar＝100µm）．
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44）．また，血栓形成が多発し，グラム陽性球菌塊が散
見された．気管支腔には多量の細胞退廃物及び漿液が貯
留し，時折上皮の壊死・脱落が認められた．肺胸膜及び
小葉間結合組織は線維増生により重度に肥厚し，血栓形
成やマクロファージ等の炎症細胞浸潤も中等度に観察さ
れた．
病原検索では，左肺から Streptococcus equi subsp. 

zooepidemicus及び Staphylococcus aureusが分離され
た．本症例では生前に実施した鼻腔スワブの A型イン
フルエンザ迅速抗原検査で陽性を呈し，当該馬群の他個
体からは A型インフルエンザウイルス（H3N8 亜型）
が分離された．
以上のことから，本症例は馬インフルエンザウイルス
感染馬の細菌性肺炎と診断された．

45　子馬の骨格筋における硝子様変性及び壊死
〔戸澤世利子（北海道）〕

交雑種（トロッター種×ハフリンガー種），雌，2日齢，
斃死例．2016 年 7 月 23 日生まれの子馬が，生後間もな
く起立不能となり，2日後に死亡した．母馬に異常はみ
られなかった．当該農場では飼養馬に乾草中心の飼料を
給与していた．
剖検では，四肢の骨格筋が軽度に褪色していた．胸腔
では黄色透明胸水及び心囊水の増量がみられ，心臓は右
心の心筋が部分的に褪色していた．肝臓は臓側面に直径
1～2cm程度の白色巣が数個散在し，割面ではモザイク
状の褪色がみられた．脾臓は濾胞がやや明瞭であった．
胸腺は脆弱で表面に出血巣が散見された．
組織学的には，骨格筋，舌及び横隔膜に広範囲にわた
り筋線維の横紋消失，硝子様変性，膨化及び塊状崩壊が
みられ，間質に線維芽細胞の増生及びマクロファージの
浸潤がみられた（図 45）．これらの病変は骨格筋で最も

陰性の細菌塊を伴い，好中球の浸潤や線維素の析出がみ
られた．主要 5臓器にはグラム陰性の細菌塊を伴う好中
球，マクロファージ等の細胞浸潤，集簇がみられ，周囲
組織の変性・壊死がみられた．病変部では燕麦様細胞も
みられ，肺，消化管及び回盲部ではアステロイド小体が
散見された．家兎抗 Actinobacillus pleuropneumoniae

（App）血清型 2抗体（動衛研，茨城）を用いた免疫染
色では病変部に一致して陽性反応がみられた（図 43B）．
病原検査では，脳，肺及び心臓から APP血清型 2が
分離された．豚コレラウイルス，豚繁殖・呼吸障害症候
群ウイルス及び豚サーコウイルスの PCR検査で特異遺
伝子は検出されなかった．
以上のことから，本症例は App血清型 2による豚の

敗血症及び多臓器不全と診断された．

44　馬のグラム陽性球菌を伴う化膿性壊死性胸膜肺炎
〔髙山　耕（動物検疫所）〕

雑種，雌，11 歳齢，斃死例．2017 年 3 月 22 日にカ
ナダから輸入された肥育用素馬 114 頭中の 1頭が，3月
26 日から膿性鼻汁を排出し，3月 29 日に 39℃の発熱を
し，4月 5日に斃死した．
剖検では，血様胸水が中等量貯留し，左肺前葉が壁側
胸膜と重度に癒着していた．左肺前葉～後葉の辺縁に広
範な暗赤色充実性の病変が認められ，後葉の割面では乾
酪化巣が密発していた．右肺後葉辺縁に軽度の暗赤色病
変が認められた．
組織学的には，肺では広範な出血壊死がみられ，その
周辺の肺胞腔にび漫性重度の好中球及びマクロファージ
浸潤，漿液の貯留や線維素の析出が認められた（図

図 43　豚の Actinobacillus pleuropneumoniae血清型 2
による脳の多発性微小膿瘍
A： 大脳にみられた微小膿瘍（HE染色　Bar＝50
µm）．

B： 病変部の家兎抗 A. pleuropneumoniae血清型 2
抗体陽性抗原（免疫染色　Bar＝25µm）．

Ⓐ Ⓑ

図 44　馬のグラム陽性球菌を伴う化膿性壊死性胸膜肺炎
肺胞壁の壊死と肺胞に充満する炎症細胞及び漿液

（HE染色　Bar＝50µm）．
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顕著であった．心臓では，一部の心筋線維に軽度の硝子
様変性，断裂及び石灰沈着がみられた．肝臓では，小葉
中心性のうっ血及び肝細胞の空胞変性がみられた．
病原検査では，病原細菌の分離陰性，馬ヘルペスウイ
ルス 1型及び 4型遺伝子検索陰性であった．血液・生化
学的検査では，肝臓のセレン濃度は 65.3ng/g，ビタミ
ン E濃度は 0.13µg/gといずれも低値であった．また，
母馬及び同居馬 4頭の血清中のセレン濃度は，母馬及び
同居馬 3頭で 20ng/ml以下の欠乏値であった．
以上のことから，本症例は子馬の白筋症と診断された．
おわりに，組織写真の撮影にご協力いただいた農研機構動物
衛生研究部門の藤澤敏夫技師，病理標本作製にご協力いただい
た小林　勝技師と嶋田恵美技師に深く感謝する．

本事例のとりまとめは，農研機構動物衛生研究部門の谷村
信彦（事例 1～9），三上　修（事例 10～18），山本　佑（事例
19～27），芝原友幸（事例 28～36），木村久美子（事例 37～
45）が担当した．

 （編集：農研機構動物衛生研究部門　木村久美子）

図 45　子馬の骨格筋における硝子様変性及び壊死
骨格筋の壊死と経度の細胞浸潤（HE染色　Bar＝
50µm）．


